
インターネットサービス用語集

上りとは、パソコンやスマートフォンからイン

ターネットへデータを送ることを指します。

（＝アップロード）

普段は下りほど意識されませんが、テレワー

クや動画配信をする人には重要な性能です。

・SNSに写真を投稿

・クラウドにファイルを保存

・オンライン会議で自分の映像を送信する

上り・送信 下り・受信

ルーターは、回線を複数の機器に分けて届け

る装置です。インターネット会社から来てい

る回線を受け取り、パソコン等の接続機器に

分配します。

Wi-Fiの電波を飛ばすのもルーターの役割

ですが、会場の貸出ルーターは有線接続専

用の機器です 。無線で接続したい場合は、別

途アクセスポイント（AP）等が必要となります。

※一般的な家庭にある「ルーター＝Wi-Fi」のイメー

ジとは異なりますのでご注意ください。

ルーター

複数のパソコンや接続機器を有線でつなげ

るための分配器の装置です。

電源タップが電気を分けるのと同じように、

ハブは1本の回線を複数の機器へ分けて送

ります。ただし通信の整理や制御は行わず、

同時に使うと混雑して速度が落ちることも

あります。ネットワークをつなげるだけの役

割で、ルーターのように外部インターネットと

の接続やIPアドレスの管理はできません。

ハブ（HUB)

下りとは、インターネット上から自分の端末に

データを受け取る通信のことです。

（＝ダウンロード）

一般的に日常で行う操作の多くは下り通信

にあたります。速度が遅いと、動画が止まっ

たりページがなかなか開かないといったスト

レスにつながります。

・Webサイトの表示

・YouTube等の動画視聴

・アプリやゲームのダウンロード
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通信サービスやインターネット回線において

最大通信速度を上限として、可能な限り努力

した速度で接続を提供するサービス形態を

指します。

たとえば、「最大〇bpsのベストエフォート」

の場合、それは「理論上は〇ｂｐｓの速度が出

る可能性があるけど、利用状況や環境によっ

てはそれより遅くなることもある」という意

味になります。

VPN接続とは、インターネットなどの公衆回

線上に仮想的な専用ネットワークを構築し、

安全な通信を可能にする技術の総称です。

セキュリティの向上

データの暗号化や認証により、情報漏洩や不正アクセス

を防ぎ、安全な通信を実現します。特に公共のWi-Fi利

用時など、セキュリティリスクが高い環境での利用に有

効です。

リモートアクセス

拠点間接続：自宅や外出先から社内ネットワークへ安全

にアクセスしたり、離れた拠点間でのセキュアな通信を

可能にします。物理的な専用回線を引くよりもコストを

抑えられます。

VPN接続 ベストエフォート

IPアドレスは、インターネット上で機器を識

別するための「住所」のような番号です。

これがあることで、パソコンやスマホがどの

相手と通信すればよいかが分かります。IPア

ドレスには固定で変わらないものと、接続の

たびに変わるものがあります。

普段意識しませんが、正しく割り当てられて

いるからネットが使えます。

IPアドレス

インターネットの「速さ」を表す指標です。

速ければ動画の再生や大きなファイルのダウ

ンロードがスムーズに行えます。速度は

「bps（ビーピーエス）」という単位で示され、

数字が大きいほど高速です。

ただし、混雑や利用環境によって実際の速度

は変わるため、契約の数値と体感速度が異

なる場合があります。

Bps
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アクセスポイント(AP) SSID

ハンドオーバー
（通信の切り替え）

ネットワークに接続している端末（携帯

電話やPC等）が移動しながら通信する

際、接続先を次のアクセスポイント

（AP）へスムーズに引き継ぐことです。

接続先の基地局やアクセスポイント

（AP）が切り替わるタイミングで通信

が不安定になったり切れてしまったり

することを「ハンドオーバー落ち」「瞬

断」と呼びます。

Wi-Fiのネットワーク識別用の「名前」です。

たくさんの電波が飛び交う場所でも、自分が

接続すべきネットワークを間違えないための

「看板」のような役割を担っています。

特定のSSIDを選び、パスワードを入力する

ことで、初めてそのネットワークを通じてネッ

トが使えるようになります。

＜日常の「ハンドオーバー落ち」＞

⚫ 地下鉄の駅と駅の間

駅停車中は通信が安定していても、走行中に

次の基地局への切り替わりで動画が途切れる。

⚫ 自宅Wi-Fiと外の4G/5Gの境目

家を出た瞬間に携帯電話が自宅Wi-Fi電波を

掴もうとして、外の電波との切り替え時に止まる。

＜展示会場の「ハンドオーバー落ち」＞

⚫ ブース専用Wi-Fiから共有Wi-Fiへの切り替え

ブース内でデモ機を操作中、通路に出た瞬間、

ブースの電波が届かなくなって通信が途切れる。

⚫ 自走ロボットや移動デモ

ブース内を走り回るロボットが、APエリアを

またぐ瞬間に制御信号が途絶え、カクカクした動

きになったり停止する。

ローカル5Gで解決しました！

＜ローカル5Gの詳細ページ＞

東京ビッグサイトにおけるご利用実績 p.5

SSID:

PASS:

LANケーブルを通って届いたインターネット

を「Wi-Fi（無線）」に変換して飛ばすアンテナ

のような機器です。ネットの信号を電波に変

える「窓口」の役割を果たします。電波を受送

信してネットワークと端末を橋渡しする役割

を持ち、無線LAN機能専用の装置（AP）や、

ルーターと一体化した「Wi-Fiルーター」が該

当します。
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トラフィック

トラフィックとは、もともと「交通量」を意味し

ますが、IT分野ではネットワーク上を流れる

データ通信量や、ウェブサイトへのアクセス数、

人の流れなどを指します。

ネットワークのトラフィックが増加すると、通

信が遅延するなど混雑し、渋滞を引き起こす

原因となります

ゲートウェイ

帯域/バンド幅 干渉（電波干渉）

異なるネットワーク同士を繋ぐ玄関口で、ト

ラフィックを管理する「門番」や「関所」のよう

な役割を果たす機器です。データの通り道を

整理し、適切な方向へ送り出す役割を担って

います。

家庭では一般的にホームゲートウェイや

無線ルーター機器が「家の中のネットワーク

（内側）」とプロバイダが提供する「外の世界

のインターネット（外側）」を結ぶ出入口と

なっており、膨大なトラフィックがぶつからな

いように「これはPCへ」「これはスマートフォ

ンへ」と交通整理を行っています。

複数の電波がぶつかり合い、通信が不安定

になる現象です。展示会場では、隣のブース

のWi-Fiだけでなく、来場者が使うPCやス

マートフォンのテザリングも大きな干渉源と

なります。

一般的なWi-Fiは利用できる「通り道（チャン

ネル）」が限られています。多くの人が一斉に

テザリング等をオンにすると、会場中の通り

道が電波で埋め尽くされ、データの衝突が発

生します。その結果、ネットが繋がりにくく

なったり、速度が極端に落ちたりしてしまい

ます。

インターネットで一度に送れるデータの「容

量」や「道路の幅」のことです。

道路の車線数に例えられることが多く、帯域

が広い（車線が多い）ほど、一度に大量の

データをスムーズに送ることができます。ト

ラフィックが増えても渋滞しにくい状態を作

るための重要な指標です。

＜速度と帯域の違い＞

⚫ 速度：データが届くまでの速さ

⚫ 帯域：一度に送れるデータ量
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回線（インターネット回線）

データを運ぶための物理的な「道」で、端末

を高速・大容量のデータ通信網に繋ぐための

物理的な通信設備のことです。代表的な種

類は「光回線」「モバイル回線」「CATV回線」

の3つ。契約・開通工事を行い、プロバイダ

（ISP）を通じてインターネットへ接続します。

オープンローミング

世界中で共通のIDを使って安全にWi-Fiへ

自動接続できる国際的なローミング基盤で

す。1度の設定で国内外の対応アクセスポイ

ントに繋がります。

「セキュリティが不安」「毎回登録が大変」など

従来の無料Wi-Fiによる課題を解決します。

TOKYO FREE Wi-Fi

東京ビッグサイトでは東京都が提供する、オープンローミ

ング「TOKYO FREE Wi-Fi」を提供しています。

共有型：1回線を同じビルやエリアの他社と分け合う。

安価ですが、通信量が多いと遅くなります。

共有回線10M、共有回線100M

占有型：専用の道を丸ごと確保するタイプ。高価ですが、

外部の影響を受けず、最高速度を維持できます。

光高速接続タイプA、光高速接続タイプB

ローカル5G

プロバイダ（ISP）
インターネット・サービス・プロバイダ／ISP

インターネットの世界への入り口を管理

する会社のことです。回線という「道」を

通ってきたデータを、実際にインター

ネットの世界へ繋ぎこむ窓口の役割を担

う事業者です。

回線だけではインターネットは使えず、

プロバイダと契約して「接続の許可

（ID・パスワードやIPアドレス）」を得るこ

とで、初めてWEBサイトの閲覧やメール

の送受信ができるようになります。

＜プロバイダプランの主な違い」＞

⚫ 接続方式の違い

最近の主流は、混雑しやすい「網終端装置」という

関所を回避できる新しい接続方式です。

⚫ 固定IPの数

持てる「専用の住所（固定IP）」の数が異なる。

⚫ 帯域優先機能（QoS）

自社の通信を優先的に通してもらう機能

トラフィックが増えても自社のWEB会議や映像

を途切れないように調整されます。

従来型（PPPoE）：通信のたびにID/PWを確認する認証ゲート

ウェイを通過します。イベント時はこのポイント

が、渋滞（速度低下）を発生しやすくなります。

次世代型（IPoE）：

認証ポイントを介さず、大容量のデータを直接送り出す*シームレ

スな直通ゲートウェイを使用。広い帯域を確保できるため、混雑

時もストレスのない通信が可能です。
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